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「死んでも生きる」

旧約 ダニエル書１２章１～６節

新約 ヨハネによる福音書１１章１～２７節

１．はじめに

ヨハネによる福音書１１章に入ります。ここには「ラザロの復活」の出来事が記されています。

ヨハネによる福音書に記されている十字架と復活以外の７つ記されている「しるし」の中で最大の

ものです。死んで墓に葬られたラザロがイエス様によって復活したという出来事です。奇跡という

ものは、起きるはずが無いことが起きた、だから奇跡なのです。起きても不思議でも何でもないの

ならば、奇跡とは言いません。起きるはずがないことには色々あります。しかし、死んだ者が復活

する、この奇跡ほど人々の心に残る奇跡はないでしょう。イエス様はそれをここで行いました。そ

のことによって、イエス様が誰であるかということを示すと共に、イエス様御自身しばらくすると

十字架に架けられて死んで、三つか目に復活されるわけですが、そこに向かって弟子たちに心の準

備をされた。そのような意図があったのではないかと私は考えています。

今朝与えられている御言葉は、イエス様がラザロを復活させられる前の所です。話はラザロが復

活した所へ向かっていっているのですが、実際に復活するのは次の主の日に与えられるこの次の御

言葉においてです。順に見てまいりましょう。

２．愛する者の病と死

１節「ある病人がいた。」と聖書は語り始めます。この病人とは、マルタとマリアという姉妹、

この姉妹は福音書他の所にも出てくる有名な姉妹ですが、その姉妹の兄弟であるラザロでした。こ

のラザロが病気になった。５節には「イエスは、マルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。」

とあります。また、マルタとマリアの姉妹はイエス様のところに人をやってこう伝えました。３節

「主よ、あなたの愛しておられる者が病気なのです。」マルタとマリア、そしてその兄弟ラザロは

イエス様を愛していたし、イエス様もこの三人の兄弟を愛していました。そして、ラザロが病気に

なった。このことは、実に単純な当たり前のことを告げています。つまり、イエス様を愛し、イエ

ス様に愛された者であっても病気になるということです。「キリスト者は病気にならない」、そんな

ことはないということです。もしそうならば、牧師は病気にならないということになります。しか

し、そんかことはありません。牧師は癌にもなりますし、脳梗塞にも、心筋梗塞にもなります。医

者にもかかりますし、薬も飲みます。しかし、私共はその病気は最終的なものではない。たとえそ

れで死んだとしても、それで終わりではないと知っています。
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マルタとマリアからの使いの者の言葉を聞いて、イエス様は４節「この病気は死で終わるもので

はない。神の栄光のためである。神の子がそれによって栄光を受けるのである。」と告げられまし

た。これから起こることを知らなかった弟子たちは、この言葉の意味を正しく受け取ることが出来

ませんでした。弟子たちはこのイエス様の言葉を「この病気は死ぬほどのものではない」と受け取

ったかもしれません。それは１１節でイエス様が「わたしたちの友ラザロが眠っている。しかし、

わたしは彼を起こしに行く。」と告げられた時に、弟子たちは「主よ、眠っているのであれば、助

かるでしょう」と答えたことからも分かります。しかし、この時ラザロは既に死んでいました。私

共はイエス様がこの後ラザロを復活させたことを知っています。そこから考えるならば、イエス様

はラザロが死ぬことを知っておられ、その上でラザロを復活させることをお決めになっていた。そ

れで、ラザロはこの病気で死んで終わりはしない。復活する。或いは、ラザロは死んだけれども、

私が復活させるので、彼は寝ているようなものだと言われたということが分かります。このラザロ

の復活によって、神様の栄光が現れ、神の御子であるイエス様は栄光を受けることになる。イエス

様が神の御子であることが明らかにされ、栄光を受ける。そのようにイエス様がお語りになられた

のでしょう。

３．なぜすぐに動かない？

そう考えますと、６節でイエス様が「ラザロが病気だと聞いてからも、なお二日間同じ所に滞在

された」意味も分かります。１７節を見ますと、イエス様がラザロの所に着いた時には「ラザロは

墓に葬られて既に四日もたっていた。」とあります。ですから、もし二日間イエス様がそこに滞在

せずに、ラザロが病気であるとの知らせを受けてすぐに行ったとしても、ラザロのところに着いた

時には既にラザロは死んでいたということになります。ですから、イエス様がすぐに行かなかった

のでイエス様はラザロの死に間に合わなかったということではありません。イエス様がすぐにラザ

ロの所にすぐに行かなかったのは、ラザロが死んで三日以上経って、完全に死んだということが明

らかになるのを待っていたからです。完全に死んだ者を復活させるのでなければ、意味がないから

です。

しかし、マルタにしてもマリアにしても「どうしてすぐに来てくれないのだろうか？」と思った

に違いありません。マルタとマリアがイエス様のところに使いの者を遣わしてラザロのことを知ら

せた。当然、イエス様が何とかしてくれる、何とかしてくれるはずだ、何とかして欲しい、そう願

ったからです。しかし、イエス様は二日間そこから離れなかった。どうしてでしょう？マルタとマ

リアがイエス様に使いを送ったということは、私共に置き換えるならば「イエス様に祈った」と言

い換えて良いでしょう。私共はイエス様に祈ったならば、すぐに神様に応えて欲しい、すぐにイエ

ス様に対応して欲しい、そう思います。しかし、祈っても事態は少しも変わらずに時間だけが過ぎ

ていくということがあることを私どもは知っています。それは、この時のイエス様と同じなのです。
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マルタとマリアはイエス様が来てくれて、兄弟ラザロがイエス様に癒やしていただいて死なないよ

うにしてくれることを願っていた。そしてイエス様は、マルタとマリアのこの思いを良く知ってい

たに違いありません。しかし、二日間動かなかった。それは、ラザロを復活させることをイエス様

はお決めになっていたからです。それは１４節でイエス様がこのように語られたことから分かりま

す。「ラザロは死んだのだ。11:15 わたしがその場に居合わせなかったのは、あなたがたにとってよ

かった。あなたがたが信じるようになるためである。」イエス様はラザロが既に死んだことを知っ

ていました。そして、ご自分でラザロを復活させることもお決めになっていました。でもこの時、

イエス様の心を知っている者は一人もおりませんでした。

私共は自分の都合が一番であり、自分の願いが適えられるように祈ります。私共は自分の身の前

の出来事しか分からないのですから、仕方がないことです。しかし、神様・イエス様には私共の思

いを超えたご計画があります。そして、その御計画は私共がいよいよイエス様を信じる者とされて

いくためであり、神様・イエス様の栄光が現れるためです。私共の栄光が現れるためではありませ

ん。神様の栄光、イエス様の栄光が現れること。それが一番なのです。もちろん、私共は神様に愛

され、イエス様に愛されておりますから、私共の祈りが聞き届けられていないはずかはありません。

しかし、神様には神様のご計画があるということです。私共には、そのご計画がどのようなものな

のかさっぱり分かりません。しかし、神様はご存じであり、イエス様はご存知です。そして、必ず

神様の栄光が、イエス様の栄光が現れていくことになる。それが、私共にとって何よりも嬉しいこ

と、喜ばしいことなのではないでしょうか。「ただ、神にのみ栄光あれ」です。

４．マルタとの対話 ①「もし、ここにいてくださいましたなら」

さて、イエス様一行がラザロのところに着きました。一日か二日かかったと思われます。すると、

そこでは既にラザロの葬式が行われていました。それは１９節に「マルタとマリアのところには、

多くのユダヤ人が、兄弟ラザロのことで慰めに来ていた。」と記されていることから分かります。

これはお見舞いの人達ではなく、弔問者たちです。更に１７節には「ラザロは墓に葬られて既に四

日もたっていた」とあります。四日というのは、足かけ四日という事です。姉のマルタはイエス様

が来られたと聞いて、迎えに行きました。そして、開口一番イエス様にこう告げます。「主よ、も

しここにいてくださいましたら、わたしの兄弟は死ななかったでしょうに。 11:22 しかし、あなた

が神にお願いになることは何でも神はかなえてくださると、わたしは今でも承知しています。」こ

の言葉から、マルタは「人は死んだらおしまい。イエス様だってどうにも出来ない」と思っていた

ことが分かります。死の持つ絶対的な力の前に、屈服するしかない人間の姿がここにあります。マ

ルタは「ラザロは死んでしまいました。もし、イエス様がそこに居てくださいましたなら、きっと

ラザロはイエス様に癒やしていただいて、死ぬことはなかったでしょう。でも、もう間に合いませ

ん。ラザロは死んでしまいました。」そのようにマルタはイエス様に告げたわけです。マルタはイ
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エス様のことをメシア、キリストとして信じていました。しかし、それでも「死んだらお終い。イ

エス様だってどうにも出来ない。」そのように考え、受け止めていたということです。このメシア

理解、キリスト理解は正しかったでしょうか？いいえ、全く正しくありません。イエス様は死の支

配の許におられる方ではないからです。死を打ち破るために来られた方だったからです。イエス様

は、肉体の死を超えた方、永遠に生き給ふ神様のただ独りの御子だったからです。しかし、このこ

とはまだ誰も知りませんでした。イエス様の弟子たちであっても知りませんでした。

５．マルタとの対話 ②「終わりの日に復活することは存じています。」

イエス様はマルタに告げます。２３節「あなたの兄弟は復活する」。それに対してマルタはこう

答えます。「終わりの日の復活の時に復活することは存じております」このマルタの答えは間違っ

ていません。しかし、決定的にイエス様の復活理解とは違っています。マルタの答えで良いのなら

ば、イエス様はこの後言葉を継ぐことはなかったでしょう。では、いったいどこが違うのでしょう

か？若い時、私はこのマルタとイエス様のやりとりが分かりませんでした。マルタの「終わりの日

の復活の時に復活する」という答えのどこが違うのか分かりませんでした。マルタの理解、マルタ

の信仰で良いのではないかと思っていました。ですから、どう違うのか分かりませんでした。牧師

になっても分かりませんでした。しかし、百人に近い愛する兄弟姉妹の葬式を行い続ける中で、少

しずつ、そしてはっきりと分かってきました。

確かに、終末において復活するということは、正しい理解です。しかし、それだけならば復活と

いう出来事は遠い遠い将来の出来事であって、私共が生きている現在の現実、自分がここで生きて

いるという事とは何の関係があるのでしょう？或いは、自分の愛する者が死んだという嘆きの現実

を前に、そのような復活理解でどれほどの力を持つのだろうか。もっとはっきり言えば、そのよう

な復活の命など絵に描いた餅でしかないのではないか。マルタの兄弟ラザロは死んだんです。今、

マルタは愛する兄弟の死という現実に身を置いているわけです。そこにイエス様が来られた。この

マルタの置かれている現実に向かって、イエス様は「あなたの兄弟は復活する」と告げました。そ

れは、遠い将来の出来事ではない。今、ここで起きることだ。そうイエス様は告げられたのでしょ

う。死の闇の力に覆われたマルタに、復活の命の光を与えようとされている。それがこのイエス様

とマルタとの対話に現れていることなのではないでしょうか。

イエス様はマルタにこう告げます２５節「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、

死んでも生きる。 11:26 生きていてわたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このこと

を信じるか」これは、言葉だけ見ても何を言っているのか、さっぱり分かりません。頭の中が混乱

するだけです。そもそも「わたしを信じる者は、死んでも生きる。」とか「生きていてわたしを信

じる者はだれも、決して死ぬことはない。」という言葉は、言葉として破綻しています。「死んでも

生きる」てどういうことですか。死んだなら、その人は生きていないということでしょう。それな
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のに「死んでも生きる」とイエス様は言われる。更に「生きていてわたしを信じる者はだれも、決

して死ぬことはない。」と言われる。しかし、ラザロは死んだんです。「決して死ぬことはない」な

んて、人間には無理です。誰だって例外なく、時が来れば死ぬんです。その通りです。しかし、イ

エス様はここで「肉体の死を超えた命、肉体の死によっても死ぬことのない命がある。それが復活

の命だ。」と告げているのです。「ラザロは死んだ。しかし、わたしはラザロを復活させることによ

って、肉体の死を超えた命があることを示す。肉体の命において死んでも、復活することによって

死なない命があることを私は示す。ラザロはその復活の命を受けている。」イエス様はそう告げら

れられたのです。

６．マルタとの対話 ③「わたしは復活であり、命である。信じる者は死んでも生きる。」

ここで大切なポイントは、イエス様が「わたしは復活であり、命である」と告げられたとことで

す。復活、そして肉体の死によって終わらない命。イエス様はそれを「私だ」と告げられました。

イエス様と関係のない、何か頭の中で想像する肉体の死によって終わらない命、復活の命、肉体の

命とは別な命、そんなものをイエス様は告げられているのではありません。イエス様御自身が復活

であり、命なんです。この命は私共が普通に考えている肉体の命ではありません。そうではなくて、

神の独り子であるイエス様の命です。この命は、イエス様が十字架の上で死なれて、三つか目に復

活させられることによって示された命です。天地を造られた、決して滅びることのない、永遠から

永遠まで生き給ふ「全能の父なる神様の命」です。イエス様は父なる神様の独り子です。ですから、

父なる神様と一つであるイエス様は、十字架の上で死んでから三日目に、父なる神様によって復活

させられることによってこの命を示されました。そして、イエス様を信じる者は、イエス様と一つ

に結ばれますので、この命に結び合わされます。イエス様を信じる者は、この復活であり命であら

れるイエス様と一つにしていただき、この一つの命に与る。だから、「信じる者は死んでも生きる」

となるわけです。神様はイエス様を十字架の死の後、三日目にイエス様を復活させることによって、

この命を示されました。そして、イエス様はその復活された御体を弟子たちに見せることによって、

この命を示されました。そして、この命はイエス様を信じることによって与えられるですから、イ

エス様を信じる者は、既にこの命に与っているということになります。今、既にです。ラザロにも

マルタにも、そして私共にも既に与えられています。だから、「終わりの日の復活の時に復活する」

だけでは、全く不十分だということなのです。

７．マルタとの対話 ④「このことを信じるか」

イエス様はマルタに「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、死んでも生きる。

11:26 生きていてわたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このことを信じるか。」と

告げられました。この時マルタは、イエス様が全能の神様の独り子として自分の前に立ち、愛する
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兄弟ラザロの死によって打ちのめされている自分を、復活の命によって包み、死の暗闇が命の光に

よって押しのけられていく。死の絶望が、命の希望に飲み込まれていく。このことを、はっきり知

らされたのではないではないでしょうか。そして、「このことを信じるか」と問われたイエス様に

対して「はい、主よ、あなたが世に来られるはずの神の子、メシアであるとわたしは信じておりま

す。」とマルタは応えました。マルタはイエス様が神の子、メシア・キリストであるということは、

イエス様が肉体の死を超えた命の君であるということであり、この方を信じることはその命を受け

取る者とされるということを知らされた。そして、あの死んだ愛する兄弟ラザロもまたこのイエス

様を信じていたのだから、死んだラザロにもイエス様の命が注がれている。マルタはこの時、まだ

このような言葉としてこの永遠の命を言い表すことは出来なかったでしょう。けれども、自分の中

でイエス様というお方と共に、この方の言葉と共に、自分の中にあったラザロの死によって生じた

黒雲が晴らされ、死の闇が命の希望に取って代わられていくのを味わったのではないかと私は思う

のです。

この後、ラザロはイエス様の「ラザロ、出てきなさい」という大声と共に復活します。そして、

この出来事はイエス様の復活の出来事の伏線となりました。イエス様こそ神の御子であり、キリス

トであり、復活であり、命であり、信じる者に復活の命を与えてくださるお方であることが、この

出来事によってて示されました。私共は既にこの命を受け、この命の中に生きています。この肉体

が日々衰えていこうとも、認知症になっていこうとも、この命を失うことはありません。私共は既

に復活の命に生きているからです。これが信仰によってイエス様から与えれてい恵みであり、救い

です。死の闇はもう私共を捕らえることが出来ません。イエス様を信じる者は、死んでも生きるの

ですから。

お祈りいたします。

恵みと慈愛に満ちたもう全能の父なる神様。

あなた様は愛する独り子イエス・キリストを私共に与えてくださり、その十字架の血しおをもっ

て私共の一切の罪を赦し、復活の命・永遠の命を与えてくださいました。まことにありがたく、感

謝いたします。そしてあなた様は私共をイエス様を信じる者へと導いてくださり、死の影の谷を歩

む時でも命の希望の光で包んでくださいます。明日をも知らぬ私どもでありますけれども、あなた

様は全てをご存知あり、最も良き道を備え続け、御国へと導き続けてくださいます。どうか、私共

がいよいよあなた様を愛し、信頼し、お従いして、健やかに歩んでいくことが出来ますよう、聖霊

なる神様の導きを心から祈り願います。

この祈りを私共の救い主、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン


